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ICTを活用した歩行者の移動支援に関する勉強会（仮称）

設置要領（案）

１．名称

本会は「ICTを活用した歩行者の移動支援に関する勉強会（仮称）」（以下、「本勉

強会」という。）と称する。

２．目的

我が国では、高齢化が急速に進み、今後大幅な人口減少や少子化が見込まれる

中、すべての人々が社会参画し、個性と能力を発揮し、自己実現を図っていけるよう

な「ユニバーサル社会」の実現は国民共通の課題となっている。

国土交通省では、ICT等を積極的に活用し、高齢者や障がい者をはじめ、誰もが

必要に応じ、移動に関する情報を入手し、積極的に活動できる環境をソフト施策の

面から構築することを目的としたモビリティサポートサービスの普及・展開に向け、歩

行者の移動支援に資する環境整備を推進している。また、本年５月に策定された国

土交通省成長戦略において、劇的発展を遂げている最新のICTをとりこむとの視点

に立ち、「ICTを積極的に活用しながら、社会的弱者に向けて、その身体状態にあっ

た情報提供、移動支援を行える環境の整備を促進」することとされている。

本勉強会では、国土交通大臣政務官主宰の下、ICT等を活用した歩行者の移動

支援に関する技術的、制度的な課題を分析し、成長戦略の具現化に向けた取組に

必要となる助言、提言を行うことを目的とする。

３．検討内容

１）歩行者の移動支援施策に関する技術的検討

２）国土交通省成長戦略における歩行者移動支援の具現化

３）移動支援技術の標準化

４）関連する制度等の整備に向けた検討

４．組織

１）本勉強会は、主宰者のもと、別紙に掲げる委員をもって構成する。

２）本勉強会に座長を置く。

３）座長は、本勉強会を総括する。

４）座長が不測の事態等による座長の役を遂行できない場合は、座長又は事務局

が指名した委員が、その職務を代行する。
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５．会議の開催

１）本勉強会は、座長が議長を務める。

２）審議に際し、座長が必要と認めた場合は、委員以外の出席を求め、説明や意

見を聴取することができる。

６．事務局

１）本勉強会の事務局は、国土交通省政策統括官付参事官室に置く。

７．その他

１）本勉強会の運営に関する必要事項でこの要領に定めのないものは、委員又は

事務局が本勉強会に諮って定める。

８．附則

１）本要領は、平成２２年９月１６日より適用する。



 
 
 

ICT を活用した歩行者の移動支援に関する勉強会(仮称） 

委員名簿 
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碓井 照子 奈良大学文学部地理学科教授 
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○ 坂村 健 東京大学大学院情報学環教授 
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